
サロン開設年月日 平成20年6月13日

開 催 日 及 び
開 催 頻 度

トレっこルーム：毎週金曜日
とぴあルーム：月曜以外毎日

開 催 拠 点
美浦村トレセン厚生会館 体育館
とぴあ2Ｆ とぴあルーム

代 表 者 氏 名 荒井　美幸

代表者電話番号 ☎ 090-8296-4181

１回の参加人数 平均50人

１回の運営スタッフ数 平均3人

参 加 費 年間1組  1,200円

年間予算額及び主な財源

年間予算額 660,000円

（内訳）

助 成 金   10,000円

自 主 財 源 450,000円

参 加 費 200,000円

◦ 村で主催する広場があるが，車を使えない方たち

などの為に徒歩圏内で広場開催。季節のイベント

や年齢別に合わせたイベント ・ 様々な年齢に対応

できるよう（楽しんで頂けるような）内容を企画・

楽しく遊びながら育児相談なども実施しています。

サロンのテーマ・目的

トレっこルーム

子育て支援を目的とし，子育て広場を開催し
安心安全に快適に乳児から就学前までの子ども
たちと保護者が集える場所を提供，村の広場へ
のかけ橋となる場所とし子育ての孤立化や育児
不安の解消を願っています。

気軽に集える地域の居場所

◦ 1回の参加の平均は親子20〜30組，50〜60名程。

◦ 大きなイベント：夏まつり，クリスマス会などは，

200人以上の参加者があります。

◦ トレっこルーム内でのイベント時は無料。ランチ

会やバスハイクの場合は500円〜1,000円程度の

参加費あり。親子で楽しめるイベント企画がたく

さんです。

◦ 美浦トレセン内の無料で使える厚生会館を利用。

商業施設2階のとぴあルームも，競馬会の配慮で貸

料なしで利用。地域のボランティア団体や，村福

祉介護課，社会福祉協議会などと協力し，イベン

トの人材確保などを行っています。
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◦ 今まで何となくやってきていた部分をしっかりと

取り決めをしてやっていかなくてはと思います。

規約や入会方法，年間計画をきちんと立てて，そ

れに見合った会費の使い方，管理面をしっかりと

やる必要があると感じています。人材も育成し，

次にバトンタッチできる方が出るのを期待してい

ます。参加者を大切に，充実したサロンになれる

様に努めたいです。

人集めに関して
◦ 参加者は，村が発行する子育てカレンダーに毎月掲

載してもらうことにより，幅広い居住地区の方にも

PRでき，参加者も増えていきました。他の広場やサー

クルでの直接のPRとチラシの配布も行いました。

村事業のファミリーサポートの受け入れ ・ お預かり

の場として使えるようにした事でも利用者がアップ

しました。運営スタッフは2〜3人で行っていますが，

報酬面など整ってなく新しく増やせていない状態。

他の団体でうまく行っている所に視察に行き参考に

なる例があり，今年度取り入れていく予定です。

活動拠点に関して
◦ トレセン居住地区で使える（無料であることを前提

に）施設に着目し，使える曜日，他団体との交渉な

どで調整し現在の活動となっています。とぴあ２階

のスペースに関しては，とぴあ側と競馬会と何度も

話し合い，必要書類の提出契約などを経て使用可と

なりました。とぴあ部分は，近隣の商業スペースに

も理解を得て防音の壁（簡易的ではあるが）を設置

するなど，迷惑がかからないように配慮しました。

財源に関して
◦ 主に会費のみ。村からの助成金と社会福祉協議会からの

助成で運営。

◦ 他の補助金などを現在申請中。資金不足の為，10月

より資源回収活動を開始しました。今年度より，村

の補助金を受けて，独立したサロンとして活動予定。

◦ 社会福祉協議会の助成，資源回収やフリーマーケッ

トの自主財源と会費のみで運営予定。

◦ この様な場所ができるのを待っていた！などの声

も聞かれ，利用者もかなり増えました。トレっこ

ルームなしでは子育てできない…などと嬉しい声も

聞かれます。他の広場やサークルとの交流もあり

様々な情報が得られ，その情報を参加者に発信する

事ができ，たくさんの人に役立っている。参加者の

お友達の輪が広がったり，子供達に様々な体験をさ

せてあげれる場所となれていると思います。

トレっこルーム

トレッこルームは，大きな体育館を貸し切って活動している特徴的なサロンでした。大

きなおもちゃや，乗り物をたくさん出しても，まだまだ走り回るスペースが存分にあり，

自宅では決して味わうことのできない空間です。外でしかできない鬼ごっこのような遊び

も，天気に左右されずに，行えることも魅力です。

参加者も多く，たくさんのお子さんやお母さん同士の交流がありました。みんなで行う体操の時間も，和気あいあい

としていて，皆さん楽しそうに行っていました。お子さんが元気いっぱい，のびのびと遊んでいる姿が印象的でした。

代表者の荒井さんがとても熱心で，参加される方の身になって運営されていると感じました。何人かの協力者は

いるとのお話しでしたが，このようなサロンをずっと続けていただきたいので，さらなる協力者の確保を願ってい

ます。（事務局　　天木奈央子）

委員からの

一言コメント

サロン実施にあたって苦労したこと サロン開催の効果

サロン開催の課題，今後のサロン活動への想い

55


